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.「

.

＼

、

雑

兵
厘
島
の
關
挽
が
論

.漏
船
落
船
.蓋

の
巳
響

が
蔭

・
勢

…

拘
・
す
、
頗
・
有
利
・
客

敷

霧

緯

舞

は
東
大
寺
尾
翼
零

、
明
鏡
に
っ
堪

.嘔
ご
吻
問
噛
烈
塘
孚
奪
の轟

一
、中
世
の
溜

。
響

。
是
等
・
理
由
に
依
っ
て
畜

薪

生
面
を
開
か
豊

実

・
・
豊

ハ遙
歩
・
窪

薯

.燭

.
舗
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號
.
七
四
)

吉

極

々
た
る
.ぜ
冤
れ
な
か
。
た
.
然
る
に
南
北
鐸

代
か
・
審

時
代
の
初
期

・
か
け
て
内
外
の
形
勢
が
地
嘉

市

の
諜

。
促

し
、
。
世
末
期
に
於
け
る
都
市
肇

・
鍵

・
胚
胎
・
た
の
で
あ
る
・
堺

の
如
き
は
其
代
諾

　

-

…
も
の

こ
謂

は

ね
ば

な
ら

臓
。

雛

織
　鵠礁
　購鱗

難

　朧
　　

糖
蕪
雛
羅
　

　
ヰ

難

鱒
羅
難
麟
へ難

　
1

1

や
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「た

こ
ご
.を
謹
擦
立

て
惹
も
の
`
し
て
注
.意
す

べ
ぎ

で
あ
ら

う
。

「、

暮

堺
。
多
あ

鰭

が
出
入
し
了

あ
っ
た
・
巌

和
泉
國
堺
浦
が
北
朝
患

家
六
年
か
ら
↓二
年
間
・
難

、國

堺
浦
が
永
竺

年
か
ら
叉
三
年
間
、
嚢

纏

の
農

を
東
專

八
幡
宮
の
修
辞

・
寄
附
さ
れ
た
養

蕎

繧

に
・
れ
を
物
語

っ
て
居
る
。

東
大
寺
八
幡
篠

理
耕

事
、
和
泉
國
堺
蕃

習

銭
、
限
三

・
.年
所

レ被
レ付
二
其
星

也
・
急
響

レ
被

・終
・
成
熟

者
新
院
御
氣
色
如
庇

、肱
執
達
如
レ
件
・

.
患

安
六
年
五

月
九
.目

ー

ド
.
.

.

参

議

嗣

房

惟

通

上

人

御

房
.

.-

・;
.
.

堺
南
荘
若
し
-
は
蓮

の
浦
丈
の
暴

の
牧
人
を
以
三

肚
の
修
羅

を
支
辨
し
後

手

れ
ば
・
少
か
ら
撮

に
達
し
た
・
ξ

思
は
れ
、
延
い
て
は
堺
の
殷
賑
岳

民
の
富
力
ご
を
偲
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
・

。
れ
堺
が
左
迄
遠
ら
雪

-
.
・う
に
歪

や
{錦

の
如
き
大
・
な
婆

的
都
市
を
控

へ
・
居
り
・
を
れ
ら
の
地
方

.

あ

交
辺
薯

蓄

饗

し
て
は
養

的
に
便
利
で
あ
っ
奮

い
ふ
地
勢
上
珍

勝
揺

る
こ
易

論
で
め
っ
た

が
、
此
外
・
義

争
の
影
響
曇

つ
・
こ
の
多
か
っ
た
・
・
を
も
注
意
す

べ
き
で
あ
ら
う
・
吉
野
を
都
是

虹
.ら

.

れ
・
霧

・
蕎

薯

茎

暮

讐

分
布
・
.唐

・
・
れ
・
も
・
最
・
舞

・
分
石

亀

へ
咲

覆

鑑

一
じ
て
東
備

東
か
、
東
北
地
方
西
は
四
國
か
ら
鎭
西
方
再

あ
っ
た
。
而
か
も
陸
上
の
交
濃

敵
の
震

を
筈

　
て
奮

、雛

疾

患
で
あ
っ
た
か
ら
、
海
上
の
籍

叢

・
の
馨

な
き
必
要
を
戚
じ
た
が
・
.幸
ひ
吉
野
に
誓

論

叢

中
世
都
市
・
窪
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美

・

熊
野
の
醗

は
霧

の
同
響

で
・
つ
た
の
み
な
・争

、
蕗

伊
馨

瀬
戸
内
海
の
陰

紫

霧

ζ
忠
勤
を

π

ん
で
・
も
の
が
少
し
ご
せ
・
か
・
た
か
・
.
南
朝
舞

・
利
用
斐

東
要

職
難

保
つ
に
力
め
た
ρ
で

あ
る
。
是
特

に
當

つ
・
、
南
伊
勢
・
霧

の
.蕩

た
・
北
畠
氏
の
知
行
国

・
あ

っ
た
.か
ら
・
「そ
こ
の
大
.港

(盈

港
)
。
以
て
束
國
に
孕

る
埠
蓼

・
た
が
、
・
泉
・
難

河
内
異

・
,
.
誓

南
.朝
の
志
野

る
葉
.
氏
の
勢

圏
ご
な
。
て
居
-
、
加
ふ
・
に
堺
市
民
・
同
垂

雪

・
・
誌

…

砦

・以
て
翻

諾

す
る
.譲

に
充

一
て

た

の

は

何

れ
.も

自

然

の

成

行

で

あ
ら

う

。

・

.

-

r

、

露
聯
鳩購

雛

鱒
浦　簿
　
講

緯

　
脚継

。
け
悪

、も
、
墾

利
に
敏
い
罠

睾

で
あ
る
か
ら
、巧
・
蕎

・
斡
旋
・
…

寛

・
て
纂

榮
を
加
へ
・

.

守
護
所
。
所
鷹

こ
も
な
・
て
毒

噛

塗

・
・
首
.府
・
あ
・
・
.
當
時
・
堺
・
最

に
つ
い
て
は
肇

ハ年

.

「
費

。
。
。
ご
重
日い
・
記
祭

あ
を
.
ξ

一

姦

華

・
荏

響

・
・
詫

響

一
路

其
最

や
合

.を
思
ひ
浮

べ
る
一、
嘉

出
来
や
-
.
馨

罠

・
忠

は
纂

・
数
・
少
・
す
め
っ
た
で
あ
ら
う
が
・
霧

の
正
.

摩

九
年
に
第

魂

護

論
語
を
上
梓
し
毒

消
藷

、
北
朝
の
毒

二
年
蕎

醤

奥
院
・
蒼

修
理
七

[た
和
泉
堺
の
売

屋
も
恐
ら
く
豊

人
で
あ
っ言

フ
意

・
れ
・
。
覇

・
慮
安
元
書

置
馨

元
鉦

循

一
た
の
も
堺
建

の
婁

貞
で
あ
っ
た
.
口彼
れ
歴

象

磐

化
し
て
終
昆
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を
駝

こ
い
っ
て
居
る
か
ら
・

昌
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皿

書

よ
禽

力
で
行
つ
譲

で
嘱

・
。
、け
れ
ぎ

、
彼
れ
が
堺
の
人
で
.あ
っ
た
芒

麦

堺
が
纂

の
淵
蓼

意

は
る
、
丈
に
、
彼
れ
の
姦

に
餐

た
人
・
の
中
に
毯

す
堺
の
喪

が
多
か
っ
た
で
あ
ち
う
・
或
は
堺
の
市

落

毛

・
・
た
か
・
知
藍

.
此
あ

聖

駕

・
際
射
利

偏

・
喪

の
浬

聖

日や
響

の
農

の
如
き

、文
化
的
妻

起

っ
て
居
た
、
昌

呆

髪

化
皇

か
審

へ
て
も

異

彩
で
身

・ド堺
の
震

澗
混

種
の

圖
書
や
妻

に
理
解
の
あ
っ
π
の
は
驚
異
に
値
す
・
事
で
あ
っ
て
、
又
甥
な
る
新
興
都
市
の
表

の
程
度
を
ト
す

豪

き

暦

盤

藁

,

で

あ

る

.

.

"

コ

・
:
.
.
.

し
.
:

ゴ

ン

じ

二

∴
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.

,
絶

つ
望

も
私
螢

狩
の
堺
の
自
治
蠢

々
縛

奉

の
で
あ
・
が
、
読

姦

芝

・
麟

の
狂
与

.

災

ら
霧

譲

与

・
も
の
で
匁

。
只
大
内
蓋

が
禦

國
守
馨

し
で
響

轟

所
書

ぞ

秀

野

.

・
其
家
臣
葬
.
欝

入
道
欝

庭
は
宮
方
の
管
.警

し
罪

葬

渉

、警

な
蒼

皇

民
無
爵

の
塁

匿

て
聯
も
御
坊
違
背
の
.沁
め
る

べ
か
ら
す
宅
い
っ
た
に
徴
し
て
岡
少
く
も
大
内
氏
の
堺
市
民
に
封
ず

る
政
策
ε
し
て

.

市
政
は
其
自
治
に
任
。
、
れ
。
。
。
を
奪

ら
砦

の
・
あ
る
.
・
れ
響

大
窪

ば
か
つ
・
略

、
警

察

.

國
守
護
ε
し
て
堺
に
居
っ
た
山
名
氏
満
も
亦
楠
木
氏
も
同
様
で
か
つ
ξ

う
、
新
鑑

査

開
拓
の
募

る
居
住

夙
の
勢
力
頗
る
旺
盛
で
あ

っ
た
か
ら
、
守
護
も
こ
れ
に
向

っ
て
、
容
易
に
干
渉

の
手
を
加

へ
る
こ
ご
を
敢

て
せ
な

.

か
っ
た
で
あ
ら
う
、
細
川
顯
氏
が

蔀

市
民
の
集

を
重

し
た
寡

額

蛙

ハ除
外
例
で
あ
る
け
れ
こ
も
・
こ

れ
ご
て
其
葉

は
豫
想
外

に
毒

を
生
じ
・
上
・
・
解
除
命
・
・
遭
・
、
結
・
・
民

・
勝
利
・
蹄
・
・
の
で
あ
る
・
.
驕

、
れ
を
以
て
魏
。
も
震

。
勢
力

の
根
柢

が
意
外

に
深
か
つ
セ
・
妥

講

す

べ
き
で
・
ら
う
。
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